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 白色腐朽菌を使った強固なブロックの制作 
             2606市川巧真 2617佐藤常 2520鈴木瑛人  

要旨 

私たちはキノコの菌糸を使った強固なブロック制作を目標とした。 

まず、菌糸を単体で取り出すために菌糸の単離操作を行った。この実験では、白色腐朽菌のカワラタ

ケ、栄養入り寒天培地を使用した。結果はいくつかにカビが生えたが、菌糸を単離することが出来た。

次におがくず培地上に単離操作した菌糸を置き一週間ほど培養した。結果として、菌糸が全体に張りめ

ぐることはなかったが、一部固めることができ、弾性が確認できた。 

今後は、白色腐朽菌の他種類のキノコでも実験していく。

 

１,目的 

昨今、SDGsの観点からキノコの菌糸を利用して

作られた製品が増えている。製品の製造において、

一般的には褐色腐朽菌であるツリガネタケなど

の菌糸が利用される。しかし、褐色腐朽菌である

ツリガネタケなどはあまり流通しておらず、入手

は困難である。そこで褐色腐朽菌とは違い、入手

が容易な白色腐朽菌を用いてより簡易的に強固

な菌糸を利用したブロックを作ることを目的と

した。 

 

２,仮説  

ブロックを作る際に、白色腐朽菌に分解されや

すく菌糸が定着しやすい広葉樹のおがくずを使

用することで、白色腐朽菌でもブロックを作るこ

とができる。 

 

３,使用した器具・材料および装置 

・カワラタケ（昆虫の産卵場所としてよく使われ

ているため、入手しやすい白色腐朽菌）（写真 1） 

・滅菌シャーレ・顆粉入り寒天粉（23.5g中） 

pH…7.1±0.1 酵母エキス…2.5g、ペプトン…5.0

ｇ、ぶどう糖…1.0g 、寒天…15.0g） 

・おがくず（広葉樹であるエノキ、ケヤキを使用 

し、約３～５ｍｍのおがくずに加工した。） 

・ふすま・米ぬか・クリーンベンチ（ケニス株式 

会社 CB-850K）・オートクレーブ（アルプ株式会社 

MCS-30S型） 

  

 
写真１  今回使用するカワラタケ 

 

     （写真２～４） 

 

写真２   ケヤキのウッドチップ 

 

 
写真３ ケヤキのウッドチップを食用ミキサー

で細かくする様子 
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写真４   作成したケヤキのおがくず 

 

 

４,実験の手順 

① 菌糸の単利操作 

顆粉入り寒天粉 16ｇを水 500mLに溶かし、オー

トクレーブにて十分に殺菌する。次に、滅菌シャ

ーレに寒天約 15g ずつ注いでいき、計 23 個作成

した。中身が冷めたら、クリーンベンチ内で寒天

の上に細かく切ったカワラタケの子実体を乗せ 1

週間ほど暗黒条件下約 16℃～20℃の環境で培養

する。 

② おがくずブロックの作成 

おがくずをオートクレーブ内で滅菌後、おがく

ずに、米ぬか、ふすまを、おがくず：米ぬか：ふ

すま＝8：1：1 の割合で混ぜ合わせる。その後、

含水率が、約 63％になるように水を加えた。クリ

ーンベンチ内で、おがくず培地に単離操作した菌

糸を乗せた後に一定の圧力を加え、一週間ほど暗

黒条件下約 16℃～20℃の環境で培養する。 

 

５,結果 

① 菌糸の単離操作 

・他の菌が入り込んだ寒天培地にはクモノスカビ

やアオカビ、コウジカビなどが見られ、カワラタ

ケの菌糸は育たなかった。(写真５) 

・純粋な菌糸のみを培養することができたが、一

部には酵母菌が混入しているものも見られた。

（写真 6） 

・キノコを置いたところの周りに菌糸が発生して

いるのが分かる。（写真 7） 

 

 

② ブロックの作成 

・左が固まった部分で右が固まらなかった部分。 

ブロックを固めることができ、全体の 39％が固ま

った。また固まった部分はシャーレの底にくっつ

き、落ちにくくなっていた。さらに出来上がって

から時間がたち乾燥したため、弾性が減り、より

硬くなった。（写真 9） 

・ブロックは固めることが出来たが、全体の 16％

に満たなかった。（写真 10） 

・カワラタケを使用したブロック。中心にあるの

がカワラタケ。（写真 11） 

・ブロックは固めることが出来たが、全体の 16％

に満たなかった。（写真 12） 

 

写真５ コンタミした寒天培地(クモノスカビと

アオカビ) 

 

写真 6    培養した菌糸 

  

写真 7 培養に成功した菌糸 
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写真 8 出来上がったおがくずを使用したブロッ

ク 

 

 

写真 9 上のブロックの固まった部分の摘出 

 

 

写真 10 固まった部分と固まらなかった部分 

 

写真 11 カワラタケを使用したブロック 

  

 

写真 12 固まった部分と固まらなかった部分 

 

６,考察 

実験２より、白色腐朽菌のカワラタケを使って

も菌糸のブロックを作ることが出来ることがわ

かった。これより、カワラタケ以外の白色腐朽菌

でも、菌糸のブロックを作ることが出来ると考え

られる。 

実験２をするまでに広葉樹のおがくずを自分

で作り必要があり、そこに多くの時間を使わざる

を得なかったため、この方法では、白色腐朽菌を

使って簡単に菌糸ブロックをつくるとは言えな

い。 

寒天培地では菌糸が張り、おがくず培地では菌

糸があまり張らなかった理由は、菌糸と培地の接

触面積の差であると考えた。単離操作した菌糸は、

平らな寒天の上に広がるが（写真 7）、おがくず培

地の表面は寒天培地に比べ平らでなく、接する面

積が小さくなるため、単離操作した時より菌糸が

張られにくいと考えた。 

 

７,展望 

・他の白色腐朽菌の菌糸を使い、それぞれの硬さ

を調べる。 

・菌糸の入れ方を単離操作した菌糸をおがくずの

上に置くだけでなく、混ぜ合わせるなどして、寒

天全体に菌糸が張り巡らされるようにする。 

・おがくず培地以外にピーナッツやピスタチオの

殻や木くずなどの不必要で、すぐに手に入れるこ

とが出来るようなものを媒体としたブロックを

作る。 

・乾燥するとさらに固まるため、乾燥の条件を変

え、硬さに差が出るかを調べる。 

・ブリネル硬さ試験（硬さを調べたい物体に、金
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属球を押し当てた後、残った永久くぼみの面積を

測定する。試験荷重 P(kgf)を算出した表面積 S(mm

²)で割った数がブリネル硬さになる。 

作られるくぼみが大きく硬さが不均一でも、平均

的な硬さを評価できる点、特別な道具を必要とし

ない試験）を行い、相対的に菌糸のブロックの硬

さを調べる。 
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